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１．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　有形固定資産の減価償却方法について、従来、当社及び国内連結子会社は定率法、海外連結子会社は主に定額法を採

用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

　当連結会計年度からの３年間を対象とした新たな中期経営計画「NEXT STAGE 12」では、重点戦略の一部として、生産

工程再配置を含む持続的なコスト低減、グローバル事業運営の基盤強化を織り込んでおり、また、海外での生産・販売

の拡大やM&Aによる海外子会社の増加に伴い、海外拠点の重要性が高まっており、グループ内の会計処理を統一する必要

性も増してきていることから、中期経営計画の策定を契機に、有形固定資産の減価償却方法について再検討を行いまし

た。

　その結果、過去の投資及び使用実績、将来の投資及び使用計画等から、有形固定資産は耐用年数にわたって長期安定

的に稼働することが見込まれることから、耐用年数にわたり費用を均等に配分する定額法がより合理的であると判断し

ました。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調

整前四半期純利益がそれぞれ458百万円増加しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載して

おります。

（２）追加情報

　（「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」適用に伴う、繰延税金資産の計上について）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半期連

結会計期間から適用し、最近の業績動向等を踏まえ繰延税金資産の回収可能性について見直しを行いました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間において繰延税金資産を追加計上し、法人税等調整額△12,104百万円を計上し

ております。

（リゾート事業の再編）

　当社は、リゾート事業の再編を決定し、グループ子会社が運営する「つま恋」につき、ホテルマネージメントインタ

ーナショナル株式会社（以下、HMI）との間で、不動産および「つま恋」商標の譲渡に関する基本合意を平成28年12月27

日に締結いたしました。当社グループによる事業運営は平成29年３月31日をもって終了し、同日、HMIへ資産譲渡する予

定です。

　なお、本再編に伴い、第２四半期連結会計期間において構造改革費用を4,867百万円計上しておりますが、譲渡による

最終的な当期連結業績への影響は、譲渡契約締結後、精査の上開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 88,166 97,686

受取手形及び売掛金 49,026 63,989

商品及び製品 63,232 70,081

仕掛品 12,825 13,312

原材料及び貯蔵品 15,808 13,984

その他 27,324 23,084

貸倒引当金 △1,247 △1,485

流動資産合計 255,135 280,654

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 33,728 31,076

機械装置及び運搬具（純額） 12,722 12,682

工具、器具及び備品（純額） 9,889 9,839

土地 46,061 44,297

リース資産（純額） 333 272

建設仮勘定 1,544 6,690

有形固定資産合計 104,280 104,858

無形固定資産

のれん 2,456 1,888

その他 3,104 3,151

無形固定資産合計 5,560 5,039

投資その他の資産

投資有価証券 96,911 129,416

その他 7,962 8,046

貸倒引当金 △104 △123

投資その他の資産合計 104,769 137,339

固定資産合計 214,610 247,237

資産合計 469,745 527,892
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,353 16,568

短期借入金 8,409 24,499

1年内返済予定の長期借入金 30 31

未払金及び未払費用 37,222 38,280

未払法人税等 2,307 4,490

引当金 2,620 4,714

その他 5,516 8,679

流動負債合計 75,459 97,264

固定負債

長期借入金 71 48

退職給付に係る負債 38,024 35,224

その他 52,301 40,404

固定負債合計 90,396 75,677

負債合計 165,856 172,941

純資産の部

株主資本

資本金 28,534 28,534

資本剰余金 40,054 40,054

利益剰余金 213,050 240,771

自己株式 △20,945 △23,728

株主資本合計 260,694 285,632

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 55,038 77,869

繰延ヘッジ損益 △97 △219

土地再評価差額金 16,743 16,309

為替換算調整勘定 △19,513 △20,433

退職給付に係る調整累計額 △11,320 △6,542

その他の包括利益累計額合計 40,850 66,983

非支配株主持分 2,344 2,334

純資産合計 303,889 354,950

負債純資産合計 469,745 527,892
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 335,759 308,310

売上原価 200,171 180,852

売上総利益 135,587 127,458

販売費及び一般管理費 98,656 90,102

営業利益 36,931 37,355

営業外収益

受取利息 483 471

受取配当金 1,439 1,828

為替差益 83 307

関税還付金 702 －

その他 857 549

営業外収益合計 3,565 3,156

営業外費用

売上割引 2,196 1,947

その他 704 980

営業外費用合計 2,900 2,927

経常利益 37,596 37,585

特別利益

固定資産売却益 6,209 1,328

投資有価証券売却益 3 141

投資有価証券清算益 13 －

特別利益合計 6,226 1,470

特別損失

固定資産除却損 637 243

投資有価証券評価損 0 6

減損損失 170 406

構造改革費用 － 5,161

のれん償却額 4,516 －

特別損失合計 5,325 5,818

税金等調整前四半期純利益 38,497 33,237

法人税、住民税及び事業税 8,094 8,175

法人税等調整額 △206 △12,104

法人税等合計 7,887 △3,929

四半期純利益 30,609 37,166

非支配株主に帰属する四半期純利益 112 110

親会社株主に帰属する四半期純利益 30,497 37,055
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 30,609 37,166

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,693 22,815

繰延ヘッジ損益 △172 △121

為替換算調整勘定 △3,911 △1,001

退職給付に係る調整額 533 4,778

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 14

その他の包括利益合計 △8,249 26,486

四半期包括利益 22,360 63,653

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 22,387 63,622

非支配株主に係る四半期包括利益 △26 30
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　 【セグメント情報】

　Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
財務諸表
計上額楽器 音響機器 計

　売上高

(1) 外部顧客への売上高 215,596 91,764 307,361 28,398 335,759 335,759

(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

426 426 △426

計 215,596 91,764 307,361 28,824 336,185 △426 335,759

　 セグメント利益 27,885 7,758 35,644 1,287 36,931 36,931

(注) １ 調整額は、以下のとおりです。

売上高計の調整額△426百万円は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書における営業利益であります。

　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （のれんの金額の重要な変動）

「楽器」事業において、Line6,Inc.及びその子会社に係るのれんの一時償却を行い、特別損失に計上してお

ります。当第３四半期連結累計期間において、当該事象等による同社に係るのれんの減少額は5,573百万円で

す。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
財務諸表
計上額楽器 音響機器 計

　売上高

(1) 外部顧客への売上高 196,527 84,962 281,489 26,820 308,310 308,310

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

303 303 △303

計 196,527 84,962 281,489 27,124 308,614 △303 308,310

　 セグメント利益 27,339 8,454 35,794 1,561 37,355 37,355

(注) １ 調整額は、以下のとおりです。

売上高計の調整額△303百万円は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書における営業利益であります。
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　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （固定資産に係る重要な減損損失）

　 「その他」事業において、リゾート事業の再編に伴う減損損失を2,000百万円計上しております。

　 なお、当該減損損失の計上額は、第２四半期連結会計期間において構造改革費用に計上した金額に含めて

　 おります。

　 ３．報告セグメントの変更等に関する事項

　 （セグメント区分の変更）

　 第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。

　 「電子部品」事業の規模が縮小したことに伴い、同事業を報告セグメントから除外し「その他」に含めてお

　 ります。同事業の前第３四半期連結累計期間の外部顧客への売上高は10,507百万円、セグメント利益は606百万

　 円でした。

　 また、事業の帰属を見直し、第１四半期連結会計期間より、防音事業を「楽器」事業から「音響機器」事業

　 に変更しております。変更の影響額は軽微です。

　 なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記

　 載しております。

　 （有形固定資産の減価償却方法の変更）

　 「１．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表

　 示」に記載のとおり、有形固定資産の減価償却方法について、従来、当社及び国内連結子会社は定率法、海外

　 連結子会社は主に定額法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

　 当該変更により、従来の方法と比べて、セグメント利益が、「楽器」事業で324百万円、「音響機器」事業で

　 130百万円、「その他」で３百万円それぞれ増加しております。
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(参考情報)

【顧客の所在地を基礎とした情報】

　前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

(単位：百万円）

日本

海外
四半期連結
財務諸表
計上額北米 欧州

アジア・オセア
ニア・その他の

地域
合計

売上高（百万円） 107,346 67,974 66,215 94,223 228,412 335,759

連結売上高に占める
売上高の割合（％）

32.0 20.2 19.7 28.1 68.0 100.0

(注) １ 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 ２ 各区分に属する主な国又は地域

　 北米………………………………………………アメリカ、カナダ

　 欧州………………………………………………ドイツ、フランス、イギリス

　 アジア・オセアニア・その他の地域…………中国、韓国、オーストラリア

　当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

(単位：百万円）

日本

海外
四半期連結
財務諸表
計上額北米 欧州

アジア・オセア
ニア・その他の

地域
合計

売上高（百万円） 101,285 61,908 60,875 84,240 207,024 308,310

連結売上高に占める
売上高の割合（％）

32.9 20.1 19.7 27.3 67.1 100.0

(注) １ 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 ２ 各区分に属する主な国又は地域

　 北米………………………………………………アメリカ、カナダ

　 欧州………………………………………………ドイツ、フランス、イギリス

　 アジア・オセアニア・その他の地域…………中国、韓国、オーストラリア
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【当社グループの所在地を基礎とした情報】

　前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

(単位：百万円）

日本 北米 欧州

アジア・オ
セアニア・
その他の
地域

合計 調整額
四半期連結
財務諸表
計上額

　売上高

(1) 外部顧客への
　 売上高

114,345 72,297 66,631 82,485 335,759 335,759

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

134,894 2,883 1,756 80,959 220,493 △220,493

計 249,239 75,180 68,388 163,445 556,253 △220,493 335,759

　 セグメント利益 18,618 1,975 4,640 13,401 38,635 △1,703 36,931

(注) １ 売上高は当社グループの所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 ２ 各区分に属する主な国又は地域

　 顧客の所在地を基礎とした情報の分類と同じであります。

　 ３ 調整額は、以下のとおりです。

　 売上高計の調整額△220,493百万円は、セグメント間取引消去であります。

　 ４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書における営業利益であります。

　当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

(単位：百万円）

日本 北米 欧州

アジア・オ
セアニア・
その他の
地域

合計 調整額
四半期連結
財務諸表
計上額

　売上高

(1) 外部顧客への
　 売上高

107,602 65,003 61,058 74,646 308,310 308,310

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

123,289 1,866 1,872 68,423 195,451 △195,451

計 230,891 66,870 62,930 143,069 503,762 △195,451 308,310

　 セグメント利益 18,311 3,958 4,188 12,464 38,922 △1,566 37,355

(注) １ 売上高は当社グループの所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 ２ 各区分に属する主な国又は地域

　 顧客の所在地を基礎とした情報の分類と同じであります。

　 ３ 調整額は、以下のとおりです。

　 売上高計の調整額△195,451百万円は、セグメント間取引消去であります。

　 ４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書における営業利益であります。
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